
学
修
目
標

①
人
間
と
社
会

、
自
然
へ
の
理

解 ②
異
文
化
や
多
様
性
へ
の
理
解

③
人
間
性

④
倫
理
観

⑤
地
域
志
向

⑥
グ
ロ
ー

バ
ル
志
向

⑦
主
体
性

⑧
探
究
力

⑨
自
己
研
鑽
力

⑩
看
護
・
健
康
科
学
の
知
識

⑪
ケ
ア
の
質
と
安
全
管
理
の
知

識 ⑫
地
域
社
会
に
お
け
る
健
康
支

援
の
知
識

⑬
健
康
課
題
の
分
析
力

⑭
ケ
ア
の
た
め
の
臨
床
ス
キ
ル

⑮
援
助
的
関
係
形
成
力

⑯
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護

実
践
力

⑰
対
象
に
合
わ
せ
た
看
護
展
開

力 ⑱
多
職
種
連
携
能
力

⑲
科
学
的
探
究
能
力

⑳
創
造
力

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽｷﾙⅠ
(1)

→
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽｷﾙⅡ
(1)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ
Ⅰ(1)

→
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ
Ⅱ(1)

医療英語(1)

韓国語(1) 中国語(1) ロシア語(1)

情報処理Ⅰ(2) 情報処理Ⅱ(1)

統計学基礎(1)

探究の基礎(1)

体育Ⅱ(1)※通年

対人コミュニケーショ
ン論(2)

人間関係とﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
(2)

人間と哲学(2) 人間と文学(2) 体育Ⅰ(1)

人間と心理(2) 人間と教育(2)

人間と倫理(2)

暮らしと地域(2) 社会と福祉（2）

暮らしと法律(2)

ジェンダー論(2)

自然の生態系(2) 自然とエネルギー(2)

地球と環境(2)

形態・機能学Ⅰ(1)

形態・機能学Ⅱ(1)

人間発達論(2)

看護倫理（1）

　疾病治療論Ⅰ(1) 疾病治療論Ⅱ(1) 母性疾病治療論(1)

疾病治療論Ⅲ(1) 小児疾病治療論(1)

精神疾病治療論(1)

薬理と薬剤(2) 臨床栄養学(1)

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ論(1)

健康行動論(1) 地域と生活習慣病(1)

看護と法律(1)

公衆衛生学(2) 疫学と保健統計(2)

公衆衛生看護学概論
Ⅰ(1)

医療経済学(1)
保健医療福祉行政論Ⅰ
(1)

看護学概論(2) 看護展開論(2) 看護過程演習（1）

基礎看護技術論Ⅰ(2) 基礎看護技術論Ⅱ(2)

身体診査演習(1) 状況判断実践演習(1)

基礎看護学実習Ⅰ(1） 基礎看護学実習Ⅱ(2)

地域在宅看護援助論
Ⅰ（2）

地域在宅看護援助論
Ⅱ（1）

母性看護援助論Ⅰ(1) 母性看護援助論Ⅱ(1)

小児看護援助論Ⅰ(1) 小児看護援助論Ⅱ(1)

成人看護援助論Ⅰ(2)

老年看護援助論Ⅱ(1)

老年看護学実習Ⅰ(1) 老年看護学実習Ⅱ(2)

精神看護学概論(1)

安全管理論(1)

地域健康支援実習(2)

公衆衛生看護学概論
Ⅱ(1)

公衆衛生看護学実習Ⅰ(2)【通年】 公衆衛生看護学実習Ⅱ(3)【通年】

※1　◎：該当する学修目標を直接高めるための科目、　〇：該当する学修目標を高めることができる科目

※2　太字：必修科目　下線：保健師教育課程必修科目　括弧の数字は単位数

※3　→：段階的に学習する科目　

※4　  ：非段階的な科目群
※5　  ：実習科目を示す。当該領域の実習科目は各専門科目の概論、演習（援助論）を学修後に行われる。学年進行とともに基礎力から応用力へ実践力を積み重ねて修得するように配置している。さらに、最終学年に実習の集大成として統合看護学実習を配置している。各実習の履修要件は別に定める。

専
門
科
目

公衆衛生看護管理論(1)
保健医療福祉行政論Ⅱ
(1)

公衆衛生看護支援論  (2)

キャリアアップ特論Ⅲ（1）

統合看護学実習(3)

看護研究Ⅰ(2)【通年】 看護研究Ⅱ(2)【通年】

公衆衛生看護学 〇 ◎ 〇 〇

エンドオブライフ・ケア論
(1)

看護管理論(1)

国際医療論(1) 災害看護論（1）

キャリアアップ特論Ⅰ(1)

キャリアアップ特論Ⅱ(1)

精神保健論(1) 精神看護援助論(2)【通年】

精神看護学実習Ⅰ（1） 精神看護学実習Ⅱ(2)

看護の統合と発展 〇 〇 〇 ◎

精神看護
学

〇 ◎ 〇

成人看護学実習Ⅰ(2) 成人看護学実習Ⅱ(3)

老年看護
学

〇 〇 ◎

老年看護学概論(1) 老年看護援助論Ⅰ(1)

小児看護学実習Ⅰ(1) 小児看護学実習Ⅱ(1)

成人看護
学

〇 〇 ◎
成人看護学概論(1) 成人看護援助論Ⅱ(2)【通年】

母性看護学概論(1)

母性看護学実習(1)

小児看護
学

〇 〇 ◎

小児看護学概論(1)

地域在宅看護学概論Ⅰ
(1)

地域在宅看護学概論Ⅱ
（1）

家族看護学(1) 在宅看護学実習(1)

人間発達
と健康支
援

母性看護
学

〇 〇 ◎

地域・在
宅看護学

〇 ◎ 〇 〇

健康教育論（1）

医療と社会保障(1)

地域包括ケア論（1）

基礎看護
学

〇 〇 ◎

健康支援
と社会制
度

〇 〇 ◎ 〇

健康障害
と回復の
理解

◎ 〇

◎ 〇

　形態・機能学Ⅲ(1)

病理病態学(1)

免疫と感染(1)

医学概論 (1)

自然と化学(2) 防災と危機管理(2)

生命の科学(2)

データサイエンス・AI
基礎（2）

専
門
科
目

健康科学
と看護実
践

人間の心
身の理解

〇

暮らしと経済(2) 現代社会の諸相(2)

法学  （日本国憲法を含
む）(2)

異文化交流論(2)

自然の探究 〇 ◎

縄文と現代(2) 人間と芸術(2) 体育Ⅱ(1)※通年

科学リテラシーと批判的
思考(２)

社会の探究 ◎ 〇 〇 〇

自己の探究(1)

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

人間の探究 ◎ 〇 〇 人間と歴史(2) 人間と宗教(2)

キャリアプランニング ◎

探究の基礎 ◎

情報処理 〇 ◎ 〇

セメスター毎の科目配置

1年次 ２年次 ３年次 ４年次

コ
モ
ン
・
ベ
ー

シ

ッ
ク
ス

外国語 〇 ◎

看護学部 カリキュラムツリー(2026年）

科目群 科目分野

DP 態度・志向1 態度・志向2 知識・理解3 技能・伝達4 総合・統合5

8単位必修
2単位以上選択
8単位必修
2単位以上選択

6単位必修
2単位以上選択

2単位必修
2単位以上選択

2単位必修
4単位以上選択


